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ケ
崎
町
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町
誕
生
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周
年
記

念
式
典
は
10
月
４
日
、
町
文
化
体
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し
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関
係
団

体
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ケ
崎
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髙
橋
寛
寿
町
長
は
式
辞
で
「
地

球
環
境
保
全
な
ど
に
向
き
合
い
、

先
端
技
術
を
果
敢
に
活
用
し
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
「
持
続
可
能
な

地
域
社
会
」
の
実
現
に
向
け
て
、

町
民
・
企
業
・
行
政
が
一
体
と
な

り
、
力
を
合
わ
せ
て
、
未
来
を
切

り
拓
い
て
い
く
町
に
な
っ
て
ま
い

り
ま
す
」と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
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式
典
で
は
金
ケ
崎
中
学
校
生
徒

に
よ
る
「
大だ

い

地ち

讃さ
ん

頌し
ょ
う」

の
合
唱
、

町
立
認
定
こ
ど
も
園
南
方
幼
稚
園

に
よ
る
「
金
ケ
崎
太
鼓
」
が
披

露
。
式
典
の
最
後
に
は
、
新
町
誕

生
70
周
年
を
記
念
し
製
作
さ
れ
た

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
お
披
露
目
さ
れ

ま
し
た
。

we love かねがさき　70 年のその先に向けて

　町道除雪受託業者に令和５年３月
まで、30 年以上の間、期間雇用と
して除雪作業に従事し、町道の交通
確保に努め、冬期間の安全安心な道
路環境の維持に貢献された。

　町道除雪受託業者に令和４年３月
まで、30 年以上の間、期間雇用と
して除雪作業に従事し、町道の交通
確保に努め、冬期間の安全安心な道
路環境の維持に貢献された。

　平成 15年から町内産直施設の先駆け
として現在に至るまで 20年以上にわた
り営業を継続し、多くの農家の農産物販
売先として、町内農家の所得確保に寄与
したほか、全国麺祭りや収穫祭などのイ
ベント開催にも取り組み、金ケ崎産農産
物の知名度向上に貢献された。

　昭和 42 年に設立されて以来、郷土芸能の
魅力発信や普及啓発に精力的に取り組み、昭
和 56 年からは「金ケ崎町郷土芸能発表大会」
を開催しているほか、地域行事や依頼に応じ
て各地で演舞などを披露するなど、農村文化
を作ってきた「郷土の宝」の保存、継承活動
に尽力された。

金ケ崎町郷土芸能保存会

町勢功労感謝状贈呈
これまで町勢の推進に貢献をされた方々へ町勢功労感謝状贈呈を行いました。

　平成 20 年から現在まで 15 年以上にわ
たり営業を継続し、多くの農家の農産物販
売先として、町内農家の所得確保に寄与し
たほか、町内産の食材を７割以上使用した
オリジナル弁当は、健康弁当として岩手県
から食育推進貢献者として表彰されるな
ど、町民の健康意識の向上にも貢献された。

六原産直組合

金ケ崎産直組合
　昭和 52 年から町内で 40 年以上にわ
たり移動販売を行い、買い物弱者に寄り
添った営業形態の継続により、地域福祉・
高齢者福祉の向上に貢献された。
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全ての人が輝ける町に―
金ケ崎町新町誕生 70周年記念式典
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1金ケ崎中学校全校合唱　2式辞を述べる髙橋寛寿町長　3町勢功労感謝状が贈呈
4認定こども園南方幼稚園による金ケ崎太鼓


